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校
風
、
校
歌
・
応
援
歌

　

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
四
月
二
十
九
日
朝
来
の
雨
の
中
、
早

稲
田
大
学
の
戸
塚
球
場
に
お
い
て
永
田
秀
次
郎
東
京
市
長
の
始

球
を
も
っ
て
五
大
学
野
球
リ
ー
グ
発
会
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
の
ち

の
東
都
大
学
野
球
連
盟
リ
ー
グ
戦
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
先

立
っ
て
一
ヵ
月
ほ
ど
前
に
、
予
科
生
を
中
心
に
応
援
団
が
組
織
さ

れ
た
。
そ
の
初
応
援
が
、
こ
の
日
午
後
の
対
専
修
大
学
戦
（
於
田

園
調
布
球
場
）
で
「
若
人
・
学
生
の
意
気
高
く
」
繰
り
広
げ
ら
れ

た
二
〇
〇
余
人
に
よ
る
力
援
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
歌
わ
れ
た
の

が
本
学
初
の
応
援
歌
、正
確
に
は
野
球
応
援
歌
の
「
誓
ひ
の
殿
堂
」

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
運
動
会
な
ど
で
応
援
に
歌
わ
れ
て
い
た
の
は
、
も

ち
ろ
ん
校
歌
で
あ
っ
た
が
、
野
球
部
で
は
、
発
足
し
て
間
も
な
い

三
〇
年
に
懸
賞
付
き
で
一
般
か
ら
募
集
し
て
作
っ
た
「
誓
ひ
の
殿

堂
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
在
学
生
の
和
田
芳
恵
（
直
木
賞
作
家
、

一
九
〇
六
―
七
七
）
が
書
い
て
入
選
し
た
詞
に
、
新
進
作
曲
家
の

諸
井
三
郎
（
一
九
〇
三
―
七
七
）
が
曲
を
つ
け
た
も
の
で
、「
若

き
血
潮
み
な
ぎ
る
中
央
の
意
気
に
見
よ　

栄
光
は
燦さ

ん

と
し
て
我
ら

が
う
へ
に
あ
り　

謳
わ
ず
や
新
興
中
央
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

い
つ
し
か
「
新
興
中
央
」
の
部
分
は
、
本
学
全
体
の
応
援
歌
に
ふ

さ
わ
し
く
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、「
伝
統
中
央
」
と
変
え
て
歌

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
応
援
歌
は
校
歌
と
と
も
に
「
荘
重
に
し
て
優
美
、
典
雅
に

し
て
、
爽
快
、
我
が
中
大
の
面
目
を
充
分
に
発
揮
」
す
る
べ
く
、

誕
生
し
た
ば
か
り
の
音
楽
会
に
よ
っ
て
暮
れ
に
レ
コ
ー
ド
化
さ

れ
、
翌
三
一
年
三
月
「
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
」
か
ら
全
国
一
斉
発
売

が
決
ま
っ
た
と
『
中
央
大
学
々
報
』
に
見
え
る
。

　

戦
後
間
も
な
い
四
六
年
六
月
、「
五
〇
〇
人
の
団
員
」
を
擁
す

る
大
応
援
団
の
結
成
式
が
大
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
四
八

年
に
は
、
予
科
、
専
門
部
、
大
学
と
交
錯
し
て
い
た
た
め
整
理
・

再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
再
編
と
同
時
に
新
応
援
歌
の
募
集

も
行
わ
れ
た
。
同
年
六
月
二
十
一
日
、
再
発
足
と
新
応
援
歌
発
表

会
が
大
講
堂
で
盛
大
に
行
わ
れ
る
。

　

こ
れ
を
伝
え
る
『
中
央
大
学
新
聞
』
二
七
一
号
は
、「
作
曲
古

関
裕
而
…
…
新
応
援
歌　

あ
ゝ
中
央
の
若
き
日
に
」
と
し
て
「
あ

こ
が
れ
高
く
空
広
く
理
想
の
日
光
彩
な
せ
る　

あ
ゝ
中
央
の
若
き

日
に
」
と
歌
い
出
し
、「
力　

力　

中
央　

中
央
」
と
締
め
る
学

友
会
選
定
の
歌
詞
を
二
段
抜
き
で
掲
載
し
た
。
こ
の
詞
は
学
生
山

崎
某
の
応
募
詞
を
学
友
会
が
大
幅
に
補
作
し
た
も
の
と
い
う
。
曲

は
、
当
時
予
科
三
年
生
で
予
科
応
援
団
長
で
あ
っ
た
鈴
木
務
が
、

古
関
に
作
曲
を
懇
請
し
て
で
き
上
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
発
表

会
当
日
は
歌
手
の
伊
藤
久
男
が
歌
い
上
げ
、
後
に
伊
藤
と
本
学
合

唱
団
に
よ
る
レ
コ
ー
ド
化
が
な
さ
れ
た
。

　

五
二
年
六
月
三
十
日
、
折

し
も
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
本
学
関
係
選
手
・

コ
ー
チ
が
出
発
す
る
と
い
う

記
事
を
ト
ッ
プ
に
す
る
『
中

央
大
学
新
聞
』
に
、「
新
応

援
歌
募
集
」
の
広
告
が
出
さ

れ
た
。
―
応
援
団
で
は
学
友

会
後
援
の
も
と
に
、
新
応
援

歌
を
一
般
学
生
及
び
先
輩
か

ら
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
多
数
の
応
募
を
望
む
、
そ
の
詩

は
「
独
立
後
の
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
覇
気
に
満
ち
た
も
の
」
で
、

行
進
曲
風
の
も
の
を
期
待
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
審
査
員
に

は
林
頼
三
郎
学
友
会
会
長
以
下
、
青
木
得
三
文
化
部
長
な
ど
学
友

会
幹
部
九
人
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
募
集
で
で
き
た
の
が
「
中
大
健
児
の
歌
」
で
あ
る
。
作
詞

は
応
援
団
員
の
河
尾
俊
雄
、
作
曲
は
音
楽
研
究
会
の
鈴
木
大
八

郎
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
は
河
尾
が
応
援
団
に
所
属
し
て
い
た
こ
と

や
、
賞
金
を
監
督
と
相
談
し
て
福
祉
施
設
に
寄
付
し
た
こ
と
で
話

題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
人
は
流
行
の
「
自
由
」「
文
化
」「
自

治
」
な
ど
に
、
応
援
歌
ら
し
く
「
情
熱
（
ね
つ
）」「
力
」「
伝
統
」

な
ど
の
言
葉
を
ち
り
ば
め
て
「
一
週
間
程
で
デ
ッ
チ
上
げ
」
た
も

の
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
年
秋
の
大
学
祭
で
行
わ
れ
た
新
応
援
歌
発

表
会
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
と
き
に
は
、「
嬉
し
さ
よ
り
恥
ず
か

し
さ
、
面
映
ゆ
さ
に
ボ
ー
ツ
と
し
て
手
足
が
真
面
目
に
動
い
た
か

さ
え
覚
え
な
か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
「
誓
ひ
の
殿
堂
」、「
あ
ゝ
中
央
の
若
き
日
に
」
そ
し
て

「
中
大
健
児
の
歌
」
と
い
う
本
学
の
三
つ
の
応
援
歌
は
、
校
歌
と

と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
応
援
の
現
場
や
入
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
期
の
応
援
団

の
歌
唱
指
導
を
通
じ
て
普
及
が
図
ら
れ
歌
わ
れ
て
き
た
。
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誓
ひ
の
殿
堂
・
あ
ゝ
中
央
の
若
き
日
に
・
中
大
健
児
の
歌

『誓ひの殿堂』録音中の音楽会員


